
CS様式３

令和６年１１月２１日

第２回 学校運営協議会 記録

学校名 横手市立山内小学校

開催日時・時間・場所 令和６年１１月２１日（木）・１３:２０～１５:００・山内小学校食堂

出席者数 ２１名 欠席者数 ２名

協議案件

（１）授業参観（全学級）

（２）これまでの学校運営を振り返って（校長）

（３）学校と地域の連携・協働による取組について（教頭）

（４）意見交換

協議の主な内容

○参観した授業についての感想をいただいた。

・子どもたちの反応を見ながら、先生方が授業の工夫をしていることが見て

取れた。

・ジェンダーを道徳で取り上げていることに驚いた。

・タブレットを活用した学習や英語など、子どもたちの様子が様変わりした

ことを感じた。

・どの学級も雰囲気がよい。上級生の力を感じる。

・他校では、授業参観の際、外部の目で危険な所はないか探してもらうとい

う試みがあった。

○これまでの学校運営・取組について、地域との連携という視点から紹介し、

成果と課題について共有した。

・授業でのまち探検や市内見学等 ・運動会での地域枠設定

・森林体験学習と木工教室 ・農家さんの協力を得ての特産品づくり

・学習発表会と山内文化祭の合同開催 ・区長さんの協力を得ての防災教育

・北上線開通100周年を記念し電車でのAo-na見学

○昨年度の学校運営協議会の内容を引継ぎ、「山内愛」と「防災教育」につい

て、意見交換を行った。

【Aグループ 子どもたちの山内愛を育むための取組について】（意見の一部）

・自慢できる体験（経験）をする。（さんないのキラリ探し、焚火体験、お

すすめの場所の写真撮影、野菜の栽培や特産品づくりなど）

・ドローン空撮やＣＭづくりをする。

・ミニさんないサミットを開催する。

【Bグループ 地域と共にある防災教育を推進する取組について】（意見の一部）

・過去の災害について、言い伝え等も含め知る機会を設ける。

・地域の防災教育に参加するなど、大人と子どもが交流して防災について考

える機会をもつ。

・避難所開設の訓練を地域と共に行う。

次回の連絡
令和７年２月２５日（火） １５:３０～１６:３０

・今回の意見交換の内容を受けて、来年度の見通しをもつ


